
。
「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教

育
」
の
講
習
会
を
企
画
し
、
各

支
部
に
案
内
を
出
し
て
い
る
が
、

受
講
の
申
込
み
が
少
な
い
。
再

度
各
支
部
へ
案
内
を
出
し
、
申

込
み
締
切
を
９
月
即
日
と
し
た
。

、
来
年
２
月
に
東
京
で
空
調
機
械

展
が
開
催
さ
れ
る
の
で
見
学
会

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

板(1)平成１５年９月１５日 第３８６号

経
営
研
究
委
員
会

Ｉ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
１
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｊ
Ｉ

委
員
長
会
議
が
８
月
飢
日
午
後

３
時
よ
り
県
板
事
務
所
に
て
開
か

れ
、
組
合
三
役
、
８
委
員
会
の
委

員
長
、
技
能
士
会
長
そ
し
て
青
年

部
長
の
計
叫
名
全
員
が
出
席
し
た
。

謂
藤
理
事
長
が
挨
拶
し
た
後
、

妬
全
板
愛
知
大
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

で
股
優
秀
賀
と
な
っ
た
西
俣
章
氏

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
理
事

長
が
議
長
と
な
り
、
各
委
員
会
の

方
針
と
過
年
度
の
事
業
計
画
が
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
長
か
ら
発
表
さ
れ

た
。

ま
わ
し
を
す
る
と
良
い
の
で
は

な
い
か
。

保
証
制
度
に
つ
い
て

・
役
員
は
年
内
に
１
件
以
上
の
申

請
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
年
４
回
、
理
事
長
と
委
員
長
の

連
名
で
支
部
長
あ
て
に
申
請
の

要
請
を
す
る
。

そ
の
他

・
妬
全
板
愛
知
大
会
の
テ
ー
マ
で

あ
る
（
太
陽
・
風
・
水
）
を
各

委
員
会
の
活
動
方
針
に
取
り
入

れ
て
も
ら
い
た
い
。

・
愛
・
地
球
博
の
前
売
り
入
場
券

の
購
入
に
つ
い
て
、
県
板
役
員

に
は
特
に
協
力
願
い
た
い
。

は
常
に
問
題
と
し
て
取
上
げ
、

特
に
板
金
会
館
建
設
負
担
金
に

３
千
円
が
こ
の
資
金
よ
り
充
当

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
加
入
を
強
く
促
し
て

も
ら
い
た
い
。

、
厚
生
委
員
会
は
加
入
促
進
に
大

変
苦
労
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一

委
員
会
だ
け
の
問
題
で
な
く
、

県
板
役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
全

員
加
入
に
取
組
む
べ
き
で
あ
る
。

、
国
年
基
金
の
勧
誘
は
保
険
会
社

の
仕
事
で
あ
る
が
、
い
き
な
り

保
険
会
社
が
回
っ
て
も
理
解
を

得
ら
れ
な
い
と
思
う
。
前
も
っ

て
厚
生
委
員
や
支
部
役
員
が
根

一
総
務
委
員
会

、
組
合
員
名
簿
の
発
行
に
当
り
、

広
告
を
掲
載
す
る
事
に
な
っ
て

い
る
が
、
現
在
ま
で
に
Ⅳ
社
の

協
賛
を
得
て
い
る
。

、
９
月
の
委
員
会
に
お
い
て
、
来

年
の
全
板
長
崎
大
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

広
報
委
員
会
一

・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
予
算
の
都
合
で

HDF品画鼎LPJWJL口頭先月JL■ん.句ﾛ函ﾛ墓d

雲

全国建築板金業者大会

２００ラ愛知

帖
全
板
愛
知
大
会

ロ
ゴ
マ
ー
ク

上
段
【
赤
】
は
太
陽
、
中
段
【
緑
】
は
風
、
下
段
【
青
】

は
水
を
表
す
。

、
保
証
講
習
会
の
講
師
を
引
き
受

け
保
証
委
員
会
に
協
力
し
て
い

く
０

．
新
商
品
や
新
工
法
な
ど
役
に
立

つ
と
考
え
ら
れ
る
資
料
が
あ
れ

ば
委
員
会
に
持
ち
寄
る
。

．
銅
板
の
打
ち
出
し
と
絞
り
の
研

修
会
（
委
員
会
の
み
）
を
新
城

の
馬
場
氏
の
協
力
を
得
て
実
施

す
る
。

技
能
委
員
会
一

．
技
能
検
定
の
実
技
試
験
を
７
月

幻
日
に
実
施
し
た
。
学
科
試
験

は
９
月
７
日
に
行
わ
れ
る
が
、

そ
の
た
め
の
講
習
会
を
開
い
て

白
黒
と
な
っ
た
が
、
毎
号
ス
ペ
ー

ス
の
取
れ
る
所
に
入
れ
て
い
く
。

．
県
板
の
会
議
の
報
告
記
事
は
出

来
る
か
ぎ
り
掲
載
す
る
。

。
全
板
大
会
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

な
ど
の
記
事
を
募
集
し
掲
載
す

る
。技

術
研
究
委
員
会

愛知県板金工業組合
発行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒466-0006

電話052-732-1226

て
い
く
。

、
委
員
会
委
員
の
中
で
県
板
共
済

に
未
加
入
者
が
あ
る
の
で
、
委

員
長
か
ら
加
入
を
呼
び
か
け
て

も
ら
い
た
い
。

い
る
。
皿
月
虹
日
に
合
格
証
の

伝
達
式
を
行
う
。

．
ｎ
月
の
「
あ
い
ち
技
能
プ
ラ
ザ
」

に
は
技
能
士
会
と
協
力
し
出
展

す
る
。

一
技
能
士
会

、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
事
を
勉

強
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
リ

フ
ォ
ー
ム
相
談
員
の
資
格
に
つ

い
て
調
査
中
で
あ
る
。

保
証
委
員
会
－

．
９
月
訂
・
魂
日
に
保
証
制
度
の

「
資
格
取
得
講
習
会
」
を
開
催

す
る
。
２
代
目
等
の
若
い
人
に

受
講
し
て
も
ら
い
た
い
。

、
現
在
の
保
証
，
申
請
者
は
駅
名
で

あ
る
。
今
年
度
の
目
標
と
し
て

こ
れ
を
刷
名
に
し
た
い
。

、
保
証
制
度
の
車
用
ス
テ
ッ
カ
ー

を
年
内
に
作
製
す
る
。

厚
生
委
員
会
一

．
県
板
共
済
と
国
民
年
金
基
金
へ

の
加
入
促
進
を
重
点
に
活
動
し

愛

。
今
年
度
に
な
り
は
じ
め
て
技
能

士
会
の
役
員
と
し
て
９
名
が
選

任
さ
れ
た
。
今
後
は
「
技
能
プ

ラ
ザ
」
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
し
か
し
、
し
ば
ら

く
の
間
は
技
能
委
員
会
の
協
力

を
得
た
い
。

一
青
年
部
一

・
支
部
に
よ
っ
て
活
動
状
況
に
大

き
な
差
が
あ
る
。
ど
の
支
部
も

活
発
な
活
動
が
出
来
る
様
に
努

力
し
た
い
。

・
今
年
度
か
ら
全
板
連
青
年
部
へ

賦
課
金
を
納
め
る
事
に
な
っ
た
。

現
在
の
収
入
で
は
こ
れ
を
賄
え

な
い
の
で
、
来
年
度
か
ら
会
費

を
値
上
げ
し
た
い
。

・
名
古
屋
と
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
に
は

青
年
部
の
無
い
支
部
が
多
い
。

親
組
合
か
ら
青
年
部
の
発
足
を

支
部
長
に
要
請
し
て
も
ら
い
た

い
。

、
～
，
…
＊
？
、
～
＊
う
う
？
？

以
上
の
発
表
が
あ
っ
た
後
、
意

見
交
換
が
行
わ
れ
次
の
様
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

県
板
共
済
・
国
年
基
金
に
つ
い
て

・
県
板
共
済
は
全
員
加
入
が
原
則

で
あ
る
の
で
、
支
部
の
会
合
で

厨
房
。
空
調
委
員
会

Ｄ
ａ
△
守
‐
、
。
“
Ｊ
Ｊ
Ｄ

ｆ
■
’
『
１
．
ｂ
ざ
一
峨
睡
叩
■
坐
・
や
拙

●
ｆ
①
宮
４
遇
①
●
①
引
少

熱



斉
藤
充
昭
県
板
理
事
長
よ
り
「
愛

知
県
板
と
し
て
も
大
変
名
誉
な
事

で
あ
り
、
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
」

と
い
っ
た
内
容
の
祝
辞
に
続
き
、

宇
野
氏
に
、
記
念
品
と
花
束
が
贈

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
宇
野
氏
よ
り

お
礼
の
意
を
含
ん
だ
挨
拶
の
後
、

高
柳
一
男
県
板
副
理
事
長
に
よ
る

乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
っ
た
。

板第３８６号 平成１５年９月１５日 ２

陵
祝
賀
会
風
景

伐

宇
野
勝
義
氏
（
現
県
板
青
年
部

長
）
の
、
第
妬
回
全
国
建
築
板
金

競
技
大
会
「
建
築
技
術
の
部
」
優

勝
を
祝
い
、
８
月
ｎ
日
⑧
、
午
後

５
時
よ
り
、
岡
崎
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
、
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
た
。

今
回
、
西
三
板
金
連
合
会
青
年

部
が
発
起
人
と
な
り
計
画
し
、
当

日
は
、
来
賓
含
め
、
出
席
者
拓
名

と
、
盛
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

冒
頭
、
発
起
人
代
表
と
し
て
酒

井
西
三
青
年
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

森
亭
噸
野
勝
義
氏

燕
篭
一
産
武
装
＊

鱗

・鉾

L･Lbj‘.~誌
一19字句用

:r竺蝿:．

， 詩

弔愈;A‘。

蕊灘
し
右
か
ら
国
土
交
通
大
臣
賞
状
、

全
板
連
・
日
板
協
盾
、
全
板

連
・
日
板
協
賞
状

時 堀

蕊 鍵

梅
雨
の
候
、
毎
日
ジ
メ
ジ
メ
し

た
日
が
続
く
。
支
部
長
に
な
っ
て

は
や
半
年
。
沢
山
の
情
報
や
連
絡

が
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
入
っ
て

く
る
、
県
板
事
務
局
と
西
三
板
金

連
合
会
か
ら
。
そ
れ
を
整
理
し
て

役
員
会
で
説
明
す
る
た
め
の
資
料

作
り
に
日
曜
日
は
一
日
中
パ
ソ
コ

ン
に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

五
月
の
全
板
北
海
道
大
会
で
は

支
部
と
し
て
十
一
人
目
の
役
員
功

労
表
彰
だ
。
九
人
の
同
行
参
加
者

も
鼻
高
々
で
あ
る
。

六
月
二
十
二
・
二
十
三
日
に
蒲

郡
・
三
谷
温
泉
ひ
が
き
ホ
テ
ル
で

研
修
会
を
設
定
す
れ
ば
、
県
板
相

談
役
・
平
野
弘
、
西
三
板
金
連
合

会
長
・
西
俣
章
、
同
副
会
長
・
久

世
明
男
の
三
氏
参
加
の
報
告
に
、

当
支
部
顧
問
・
杉
浦
武
、
同
相
談

役
・
村
松
信
利
の
両
御
大
も
、
そ

し
て
西
尾
の
板
金
問
屋
二
社
さ
ん

も
喜
ん
で
出
席
さ
れ
た
。
組
〈
巴
貝
・

青
年
部
員
合
わ
せ
て
総
勢
三
九
名

と
予
想
以
上
の
参
加
者
だ
。
毛
利

貞
夫
氏
の
努
力
に
感
謝
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に
と
、

一
、
県
板
賦
課
金
の
値
上
げ

二
、
全
板
会
館
の
建
設
負
担
金

三
、
県
板
事
業
の
現
況

§

…
，
態
纂
・
皇
鶴
野
め
鈴
轍
域
熟
・
懐
・
鐸
令
．
今
建

：
鼠
・
牽
泳
承
鋼
繁
渓
零
舜
一

″
優
涛
″
祝
賀
会
鉦

西
尾
支
部
長
と
な
っ
て

聞
く
所
、
全
国
大
会
優
勝
を
目

指
し
、
今
回
が
６
回
目
の
挑
戦
だ
っ

た
そ
う
で
、
〃
継
続
は
力
な
り
〃

と
は
言
う
も
の
の
、
そ
の
意
欲
と

努
力
に
は
頭
の
下
が
る
お
も
い
で

一
一
一
一
｛
ハ

識霧

腿
‐

相
談
は労

働
保
険
事
務
組
合

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

電
話
（
○
五
二
）
七
三
二
Ｉ

四
、
西
三
板
金
連
合
会
の
事
業

五
、
当
支
部
の
今
後
の
活
動

六
、
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
と
説
明
し
て
理
解
は
得

ら
れ
た
が
、
お
願
い
ば
か
り
で
頭

が
痛
い
。
そ
の
為
か
髪
の
毛
が
抜

け
る
ば
か
り
で
、
新
し
く
生
え
て

は
こ
な
い
。

昨
今
の
景
気
動
向
の
不
安
定
に

よ
る
デ
フ
レ
現
象
や
各
種
賦
課
金

の
値
上
げ
、
組
合
員
の
減
少
化
と

い
っ
た
受
け
入
れ
難
い
状
況
の
中

で
、
勝
ち
組
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

だ
け
か
。

こ
の
日
の
酒
は
五
臓
六
脈
に
よ

く
効
い
た
。
も
う
若
く
は
な
い
。

今
年
は
梅
雨
が
長
く
感
じ
ら
れ

る
。
間
も
な
く
真
夏
の
太
陽
が
、

蝉
の
泣
き
声
と
共
に
ジ
リ
ジ
リ
と

照
り
つ
け
る
。
冷
え
た
ビ
ー
ル
は

こ
の
世
の
極
楽
を
味
合
せ
て
く
れ

る
。

愛
知
県
板
も
新
体
制
が
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
全
板
愛

知
大
会
の
開
催
と
い
う
大
行
事
に

向
か
っ
て
結
束
を
強
め
て
い
く
だ

ろ
う
。
西
尾
も
県
板
の
要
請
に
答

え
ら
れ
る
支
部
で
あ
り
た
い
。

西
尾
支
部
長
稲
吉
一
義

解
騨
隷
●
蒋
選
、
舞
離
聡
鯵
鰐
篭
祇
罷
韓
騨
琴
・
瀞
醗
騨
識
出
秘
鐸
転
淫
諺
融
．
●
溌
蕊
娯
箪
購
解
認
欝
擬
糠
蛎

愛

し
あ
い
さ
つ
す
る
宇
野
勝
義
氏

組
合
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
労
働
保
険
の
諸
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
労
働
保
険
事
務

あ
る
。尚

、
祝
賀
会
は
、
本
田
前
県
板

青
年
部
長
の
ユ
ー
モ
ア
あ
る
締
め

に
よ
り
、
７
時
半
閉
会
と
な
っ
た
。

東
三
松
浦

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

＊
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
方
々
が
不
慮
の
業
務
災
害
・

通
勤
災
害
を
被
っ
た
場
合
や
、
失
業
し
た
場
合
の
給
付

の
ほ
か
、
高
年
齢
者
で
賃
金
が
低
下
し
た
状
態
で
継
続

し
て
働
い
て
い
る
方
や
、
育
児
休
業
及
び
介
護
休
業
を

取
得
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
給
付
等
、
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
の
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
も
各
種
助
成
金
の
対
象
と
な
る
制

度
で
す
。

＊
ま
だ
、
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
皆

さ
ん
は
、
今
す
ぐ
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

'''''''''''''''1||Ⅲ’
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雪

一
福
沢
諭
吉
‐
煙
訓
‐
よ
り
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
８
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
０
６
Ⅱ
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
』

『
』
・
』
画
画
一
一
卓
画
宇
』
再
』
画
再
』
■
・
卓
』
』
』
阜
壷
『
『
画
一
』
』
・
『
三
画
・
草
画
』
』
・
面
一
一
画
。
』
画
・
・
一
一
・
・
・
画
『
宇
再
】
・
・
画
一
”
｜
・
’
一
凸
・
宇
画
・
写
・
『
ロ
・
『
・
】
『
『
酉
・
毎
草
画
一

８
月
別
日
伺
、
午
後
、
豊
橋
市

小
畷
町
の
㈱
ウ
チ
ダ
３
Ｆ
会
議
室

を
借
り
、
勉
強
会
を
行
っ
た
。

講
師
を
高
柳
一
男
様
（
県
板
副

理
事
長
）
に
お
願
い
し
、
風
荷
重
、

雨
量
計
算
、
屋
根
勾
配
の
計
算
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
約
３
時
間
勉

強
し
た
。

私
自
身
、
こ
の
内
容
の
勉
強
は

昨
年
の
基
幹
技
能
者
訓
習
と
秋
の

勉
強
会
、
そ
し
て
今
回
と
３
回
目

に
な
る
の
だ
が
、
風
荷
重
は
特
に

難
し
く
、
今
回
も
完
全
に
理
解
す

る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。

普
段
、
現
場
で
の
作
業
は
、
過

去
の
経
験
に
よ
り
施
工
し
て
い
る

事
が
多
く
、
自
分
で
強
度
な
ど
計

算
し
、
使
用
材
料
や
施
工
方
法
を

愛

一
、
世
の
中
で
一
番
楽
し
く
立
派

な
事
は
生
涯
を
貫
く
仕
事
を
も

つ
事
で
す
。

一
、
世
の
中
で
一
番
み
じ
め
な
事

は
人
間
と
し
て
教
養
の
な
い
事

で
す
。

一
、
世
の
中
で
一
番
さ
び
し
い
事

は
す
る
仕
事
の
な
い
事
で
す
。

｜
、
世
の
中
で
一
番
み
に
く
い
事

は
他
人
の
生
活
を
う
ら
や
む
事

曇
空
の
中
、
八
月
二
十
一
日
八

時
十
五
分
、
新
幹
線
三
河
安
城
駅

を
出
発
、
一
路
東
京
へ
。
東
北
新

幹
線
〃
こ
ま
ち
″
に
て
盛
岡
経
由

で
田
沢
湖
に
到
着
し
た
。

路
線
バ
ス
に
て
玉
川
温
泉
の
途

中
『
田
沢
湖
』
に
立
寄
り
、
伝
説

の
〃
だ
っ
こ
〃
像
の
見
学
。
水
深

日
本
一
の
田
沢
湖
も
玉
川
の
毒
水

（
強
酸
性
の
た
め
魚
も
住
ま
な
か
っ

た
）
が
、
今
で
は
少
し
ず
つ
水
を

清
流
に
浄
化
し
て
魚
も
住
み
つ
く

様
に
な
っ
た
様
で
す
。

バ
ス
も
新
林
街
道
を
登
る
事
一

時
間
三
十
分
、
目
的
地
玉
川
温
泉

へ
着
い
た
。
国
定
公
園
焼
山
か
ら

は
湯
け
む
り
が
上
り
、
旅
人
を
迎

え
て
く
れ
て
い
る
か
の
様
で
す
。

部
屋
は
四
帖
位
で
茶
台
と
ふ
と
ん

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
強
酸
性
の
た

め
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
扇
風
機
も

な
く
、
旧
館
は
ラ
ジ
オ
も
入
り
ま

せ
ん
し
電
話
も
ま
っ
た
く
ダ
メ
。

鉄
系
の
物
は
二
、
三
日
で
錆
び
て

し
ま
い
ま
す
。

今
年
で
九
年
連
続
で
こ
ら
れ
、

健
康
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

長
い
時
は
二
週
間
で
す
が
、
今
年

は
予
約
が
遅
く
な
っ
て
六
日
間
し

か
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

ほ
ど
好
評
な
温
泉
で
す
。
九
年
間

の
間
、
車
、
フ
ェ
リ
ー
と
い
ろ
い

ろ
乗
物
を
変
え
て
来
て
い
ま
す
。

車
の
時
は
玉
川
に
着
く
ま
で
ほ
か

の
温
泉
で
一
泊
し
ま
す
（
大
体
片

一－一一ヘーーー一

■
０
■
■
■
■
凸
■
・
■
■
■
■
＆
Ｇ
８
■
■
■
■
■
■
■
日
日
＆
■
■
■
０
■
■
●
■
■
■
・
■
・
■
・
■
・
■
■
■
・
■
一

一
昔
の
こ
と
わ
ざ
一

一
も
。
ｏ
０
１
１
Ｉ
１
Ｄ
８
ｏ
６
ｏ
８
１
１
。
■
０
１
１
１
１
０
口
■
ロ
■
０
１
１
』

＊
金
の
な
る
記

い
つ
迄
も

あ
る
と
思
う
な
親
と
金

＊
金
の
た
ま
る
人

一
、
感
謝
の
生
活
を
す
る
人

二
、
収
入
以
下
で
生
活
す
る
人

三
、
家
庭
円
満
な
人

四
、
金
や
物
を
大
事
に
す
る
人

五
、
健
康
に
心
が
け
る
人

六
、
独
立
自
尊
心
の
強
い
人

七
、
仕
事
を
趣
味
と
す
る
人

八
、
一
事
を
つ
ら
ぬ
く
人

九
、
常
に
節
約
す
る
人

十
、
儲
け
を
当
て
に
せ
ぬ
人

＊
金
の
た
ま
ら
ぬ
人

一
、
常
に
不
平
不
満
を
言
う
人

二
、
見
栄
を
張
り
費
沢
す
る
人

三
、
家
庭
不
和
の
人

四
、
物
や
金
を
粗
末
に
す
る
人

五
、
悪
友
を
持
つ
人

六
、
依
頼
心
の
強
い
人

七
、
朝
寝
道
楽
の
多
い
人

八
、
三
日
坊
主
の
人

九
、
常
に
借
金
を
す
る
人

十
、
一
捜
千
金
の
夢
を
見
る
人

「
有
難
う
」
と
言
う
感
謝
の
心
、

気
持
を
も
っ
て
何
事
も
努
力
を

江
南
石
井

道
九
三
○
Ｋ
）
。
フ
ェ
リ
ー
だ
と

名
古
屋
港
か
ら
仙
台
港
ま
で
二
十

一
時
間
で
、
長
く
て
ヒ
マ
を
弄
び

ま
す
が
多
く
の
友
達
も
出
来
ま
す
。

温
泉
へ
入
る
事
も
少
し
慣
れ
て

い
ま
す
の
で
、
か
け
湯
を
し
て
九

種
類
の
風
呂
へ
。
一
ヶ
所
約
六
分

～
十
分
、
全
て
を
大
体
一
時
間
位

で
繰
り
返
し
、
三
回
～
四
回
に
て

上
が
り
ま
す
。
体
が
だ
る
く
な
る

の
で
二
～
三
時
間
寝
ま
す
。
今
年

は
例
年
に
比
べ
て
寒
い
位
で
し
た
。

一
日
の
予
定
は
、
朝
五
時
位
に

起
き
て
岩
盤
へ
ゴ
ザ
を
ひ
い
て
寝

こ
ろ
び
ま
す
。
日
本
で
は
こ
こ
に

し
か
な
い
北
投
石
が
あ
り
ま
す
。

下
の
岩
が
三
十
二
度
Ｃ
位
あ
り
、

一
ヶ
所
二
十
分
位
で
寝
て
い
る
と

体
中
汗
一
杯
で
す
。
前
後
、
両
サ

イ
ド
四
ヶ
所
を
温
め
、
時
に
は
混

浴
露
天
風
呂
で
楽
し
み
ま
す
。
若

い
女
子
達
も
沢
山
入
っ
て
い
ま
す
。

岩
盤
に
は
散
歩
の
度
、
一
日
に
三

～
五
回
位
行
き
ま
す
。
朝
食
は
七

～
九
時
、
食
事
は
朝
・
夕
と
も
バ

イ
キ
ン
グ
で
唇
一
は
自
前
で
す
。

玉
川
温
泉
へ
の
客
は
七
割
位
が

病
気
の
方
で
一
番
多
い
の
は
ガ
ン

の
方
で
す
が
、
当
方
は
糖
尿
病
に

な
っ
て
十
三
年
で
す
が
、
今
ま
だ

何
も
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日

の
内
散
歩
で
一
万
二
千
歩
き
ま
す

が
コ
ー
ス
を
毎
度
変
え
て
一
時
間

四
十
分
位
で
す
。
湯
治
に
来
た
の

だ
と
思
い
続
け
る
様
に
し
て
い
ま

諸
湯
治
の
痘
哨
雫
雫
川
雫
温
電
泉
領
＃
＃
ｆ
雫

…
：
：
：
十
和
田
八
幡
平
公
立
公
園
・
●
・
八
幡
平
山
麓
．

刈
谷
支
部
大
霜
豊
勝

す
。
山
の
中
の
一
軒
屋
だ
っ
た
の

が
、
三
年
前
か
ら
新
玉
川
温
泉
も

出
来
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
部
屋
に

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
ト
イ
レ
も
あ

り
売
店
も
あ
り
ま
す
。
近
く
に
は

名
湯
、
名
所
な
ど
あ
り
ま
す
。
八

幡
平
、
武
家
屋
敷
、
下
北
半
島
、

十
和
田
湖
、
奥
入
瀬
、
小
岩
井
農

場
、
駒
ヶ
岳
、
乳
頭
温
泉
め
ぐ
り

等
、
今
年
は
レ
ジ
ャ
ー
で
角
館
～

八
幡
平
と
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の

近
く
に
澄
川
温
泉
が
あ
り
ま
し
た

が
、
三
年
目
の
時
、
地
震
に
よ
り

流
さ
れ
、
そ
の
折
の
御
主
人
の
話

で
は
何
か
変
に
地
響
き
の
前
兆
が

あ
り
、
こ
れ
に
気
付
い
て
全
員
引

き
上
げ
て
い
た
の
で
無
事
だ
っ
た

と
の
事
で
、
今
で
は
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
公
園
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

八
月
二
十
六
日
午
前
七
時
十
分
、

宮
城
で
地
震
に
あ
い
、
東
北
新
幹

線
は
一
時
間
四
十
分
位
遅
れ
ま
し

た
が
、
無
事
自
宅
へ
帰
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
今
は
仕
事
を
程
々
に

し
て
月
二
～
三
回
の
ペ
ー
ス
で
一

～
二
泊
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

趣
味
は
昔
仕
事
だ
っ
た
様
な
気
が

し
ま
す
が
、
今
は
旅
行
で
旅
先
に

て
石
集
め
を
し
て
い
ま
す
。
大
き

い
石
で
十
五
ｍ
角
、
平
均
七
～
八

ｍ
角
位
で
す
。
今
日
こ
の
頃
は
趣

味
を
持
っ
て
旅
を
楽
し
み
、
身
体

に
充
分
気
を
付
け
、
気
持
の
余
裕

を
．
…
・
・
と
思
い
ま
す
。

玉
川
温
泉
の
効
能

神
経
痛
リ
ュ
ウ
マ
チ

胃
腸
病
糖
尿
病
皮
膚
病

循
環
器
疾
患

強 雲
傍
勉
強
会
風
景

で
す
。

一
、
世
の
中
で
一
番
尊
い
事
は
人

の
為
に
奉
仕
し
て
決
し
て
恩
に

着
せ
な
い
事
で
す
。

一
、
世
の
中
で
一
番
美
し
い
事
は

す
べ
て
の
も
の
に
愛
情
を
も
っ

事
で
す
。

一
、
世
の
中
で
一
番
悲
し
い
事
は

う
そ
を
つ
く
事
で
す
る

江
南
石
井

東
一

部
勉

決
め
る
事
な
ど
殆
ど
な
い
。
今
回

の
勉
強
会
で
自
分
の
勉
強
不
足
を

痛
感
し
た
。
（
参
加
者
８
名
）

東
三
松
浦



い
つ
か
見
た
ア
メ
リ
カ
の
若
い

軍
人
は
「
な
ぜ
戦
地
に
行
く
の
か
」

と
記
者
に
問
わ
れ
、
「
ア
メ
リ
カ

国
家
の
為
」
と
答
え
て
い
た
。
国

家
の
誇
り
の
為
に
我
身
を
捨
て
て

も
い
い
と
さ
え
言
う
。
も
ち
ろ
ん

全
て
の
軍
人
が
そ
う
だ
と
は
思
わ

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
じ
事

を
日
本
の
若
者
に
問
う
た
な
ら
ば
、

何
と
答
え
よ
う
か
。
そ
の
一
言
を

と
っ
て
み
て
も
、
ア
メ
リ
カ
と
い

う
国
家
の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
こ
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
あ
の
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
の
言
葉
と
な
っ
て
表

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
一
挙

手
、
一
投
足
に
世
界
の
指
導
者
達

は
戦
々
恐
々
と
し
て
い
る
の
で
は

我
国
に
於
い
て
は
ガ
キ
大
将
に

従
う
子
供
の
様
に
、
何
で
も
イ
エ

ス
。
ノ
ー
と
言
え
な
い
政
治
家
達
。

そ
れ
を
見
て
い
る
も
ど
か
し
さ
。

日
本
は
一
流
の
主
権
国
家
で
は
な

い
か
。
あ
く
ま
で
話
し
合
い
で
結

果
を
出
し
て
ほ
し
い
と
思
う
の
だ

が
、
答
え
の
分
っ
て
い
る
問
題
を

解
く
の
は
何
と
も
つ
ま
ら
な
い
。

今
後
は
速
や
か
に
戦
後
処
理
を
終

え
、
一
つ
の
独
立
国
家
と
し
て
堂
々

と
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
る
国
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
一
日
も
早
く
、

子
供
達
の
傷
付
く
事
の
な
い
平
和

な
世
界
が
来
る
の
を
祈
ら
ず
に
い

ら
れ
な
い
。

皇
解
蔀
》
》
》
Ⅱ

板第３８６号 平成１５年９月１５日
”
叱
巳
■

で
は
…
。
そ
れ
で
も
送
り
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
の
想
い
は

ど
ん
な
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
平
和
な
世
に
生
き
、
文
明

の
恩
恵
を
思
う
存
分
受
け
、
自
分

の
事
だ
け
考
え
て
い
れ
ば
過
ぎ
て

い
く
こ
の
身
に
は
分
る
べ
く
も
な

い
。
こ
れ
は
何
も
我
国
だ
け
で
は

な
い
。
対
戦
国
の
肉
親
達
も
同
じ

想
い
で
あ
ろ
う
。
幼
い
子
等
が
傷

付
き
、
倒
れ
る
の
を
見
る
の
は
と

て
も
悲
し
く
つ
ら
い
。

私
が
生
ま
れ
て
か
ら
こ
の
国
は

戦
争
当
事
国
に
な
っ
た
事
は
な
い
。

い
つ
も
対
岸
の
火
事
で
あ
っ
た
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
流
れ
て
く
る
映

像
、
病
床
で
繍
帯
を
巻
か
れ
、
涙

を
流
し
無
言
で
は
あ
る
が
何
か
を

訴
え
て
い
る
眼
。
こ
う
い
っ
た
光

景
は
い
つ
も
敗
戦
国
の
事
で
あ
る

様
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
あ
の

常
勝
国
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
も
同

じ
光
景
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
の
あ
の
強
気
の
発
言

の
陰
に
幾
多
の
失
わ
れ
た
人
命
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。

今
、
日
本
の
若
者
の
資
質
云
々

と
言
わ
れ
る
。
日
本
の
若
者
は
ア

メ
リ
カ
に
憧
れ
、
黒
人
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ナ
ー
に
憧
れ
、
髪
を
赤
や
茶
、

金
色
に
染
め
国
籍
不
明
と
な
っ
た

者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

終
戦
記
念
日
が
来
た
。
毎
年
の

事
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
な

る
と
何
か
と
戦
争
の
話
が
多
く
な

る
。
今
年
は
イ
ラ
ク
戦
争
も
あ
り
、

又
有
事
法
案
等
も
あ
り
、
い
つ
に

も
増
し
て
論
議
に
や
か
ま
し
い
事

で
あ
る
。

そ
の
イ
ラ
ク
戦
争
も
あ
っ
と
い

う
間
に
終
り
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ

ン
元
大
統
領
も
、
死
亡
説
、
生
存

説
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
前
日
彼
の
二

人
の
息
子
が
ア
メ
リ
カ
兵
と
の
戦

闘
で
死
亡
し
た
と
の
報
道
が
あ
っ

た
。
だ
が
そ
れ
よ
り
も
、
連
日
マ

ス
コ
ミ
等
に
よ
り
、
一
般
市
民
の

犠
牲
が
報
じ
ら
れ
る
毎
に
戦
争
の

悲
惨
さ
が
思
い
や
ら
れ
る
。

五
十
有
余
年
の
昔
、
我
国
も
、

軍
人
、
市
民
、
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
た
。
言
葉
に
す
れ
ば
只
の
一

言
で
あ
る
、
そ
の
一
言
の
中
に
ど

れ
だ
け
の
不
幸
と
悲
し
み
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。

折
し
も
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
に
派

遣
す
る
と
い
う
。
「
戦
争
を
し
に

行
く
訳
で
は
な
い
、
危
険
の
な
い

所
に
行
く
」
、
政
府
は
そ
う
い
う

が
、
そ
ん
な
事
は
可
能
だ
ろ
う
か
。

家
族
の
方
々
の
心
中
察
す
る
に
余

り
あ
る
。
ま
し
て
当
時
は
戦
争
を

し
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
生
き
て

帰
る
事
な
ど
は
頭
に
な
か
っ
た
の

・
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
の
案
内

西
三
板
金
連
合
会

妬
日
三
役
会

・
９
月
６
日
勉
強
会
の
打
合

岡
崎
支
部

即
日
青
年
部
役
員
会
７
名

・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
打
合
せ

釦
日
青
年
部
ぶ
ど
う
狩
り

（
駒
立
）
羽
名

碧
南
支
部

躯
日
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

豊
田
支
部

２
日
第
５
回
役
員
班
長
会

・
各
種
打
合
せ

知
多
支
部

２
日
第
２
回
役
員
会
犯
名

・
県
板
報
告
及
各
種
行
事
の

検
討

５
日
青
年
部
役
員
会
７
名

・
今
後
の
行
事
予
定
他

東
三
支
部
・

６
日
定
例
会
躯
名

加
日
青
年
部
定
例
会
７
名

汎
日
青
年
部
勉
強
会
８
名

・
雨
量
計
算
、
風
荷
重
他

県
板
青
年
部

３
日
第
２
回
幹
事
会
ｎ
名

・
第
泌
回
全
板
連
、
第
廻
回

中
板
協
青
年
部
通
常
総
会

の
報
告

・
第
型
回
あ
す
な
る
研
究
会

に
つ
い
て
他

西
三
板
金
連
合
会
青
年
部

ｎ
日
宇
野
勝
義
氏
優
勝
祝
賀

会
弱
名

８
月
Ⅳ
日
～
９
月
肥
日

・
成
人
訓
練
虹
名

銅
板
製
折
鶴
の
製
作

副
泰
些
戦
争

知
立
南
藤
孝
行

雨
塵
固
閉

今
号
の
編
集
会
議
か
ら
開
会
時

間
を
釦
分
早
く
し
た
。
今
ま
で
は

５
時
を
過
ぎ
て
も
編
集
作
業
が
終

わ
ら
な
い
事
が
多
く
、
編
集
方
針

等
を
話
し
合
う
時
間
が
無
か
っ
た
。

又
、
時
間
が
あ
れ
ば
、
原
稿
の
書

き
方
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

今
回
の
出
席
者
は
少
な
か
っ
た

が
、
時
間
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

席
に
着
く
や
否
や
作
業
に
入
っ
て

く
れ
た
。
開
会
の
挨
拶
な
ぞ
無
用

で
あ
っ
た
。
お
か
げ
で
４
時
如
分

頃
編
集
作
業
を
終
え
る
事
が
で
き

た
。

そ
の
後
、
畑
号
記
念
号
と
妬
全

板
愛
知
大
会
の
特
集
号
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
持
っ
た
。
し
か
し
、

ま
だ
１
年
以
上
も
先
の
事
で
あ
り
、

今
回
は
私
の
思
い
を
委
員
に
伝
え

た
だ
け
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
感
が

す
る
。こ

の
事
業
は
予
算
の
事
や
全
板

愛
知
大
会
実
行
委
員
会
と
の
か
ね

あ
い
も
あ
る
の
で
、
今
後
、
三
役

会
や
実
行
委
員
会
の
意
見
を
う
か

が
い
な
が
ら
具
体
化
し
て
い
き
た

い
。
高
橋

八
月
二
十
六
日
㈹

曇
一
時
雷
雨

三
八
六
号
編
集
会
議

広
報
委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
十
五
分
閉
会

８
月
各
支
部
の
動
き

愛

名
古
屋
板
金
連
合
会

ｎ
日
役
員
会
過
名

・
職
人
展
及
空
港
見
学
の
件

東
北
支
部

ｎ
日
定
例
会
４
名

・
近
況
報
告
他

西
支
部躯

日
定
例
会
皿
名

・
組
合
員
名
簿
作
成
の
件

・
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

中
村
支
部

加
日
臨
時
定
例
会
ｎ
名

・
県
板
共
済
の
加
入
促
進
に

つ
い
て
他
４
件

昭
和
支
部

７
日
定
例
常
会
皿
名

・
経
営
勉
強
会
の
連
絡
他

瑞
穂
支
部

１
日
定
例
会
巧
名

・
全
板
会
館
建
設
負
担
金
納

入
の
報
告
他

熱
田
・
南
支
部

皿
日
定
例
会

尾
張
板
金
連
合
会

鯛
日
理
事
会

・
第
皿
回
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

に
つ
い
て
（
９
月
皿
日
）

春
日
井
支
部

９
日
納
涼
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
妬
名

妬
日
役
員
会
４
名

・
今
後
の
行
事
に
つ
い
て

津
島
支
部

５
日
定
例
会
８
名

江
南
支
部

即
日
役
員
会
５
名


